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• 要支援者の支援計画
• 地域ぐるみの見守り体制



災害時に自ら避難することが困難な、

一人暮らしの高齢者又は高齢者のみの世帯に属
する人

介護を必要とする人

障害者

難病を抱えている人

その他

現在４２名が対象、内、市に登録している人
は３６名で不同意４名

残り２名は登録要請中だが困難



東日本大震災では、

死亡者の内、高齢者の死亡者数は約６０％

障害者の死亡率は、被災住民全体の死亡率の約２倍

神戸・淡路大震災で生き埋めや閉じ込められた際の救助は、



支援は、「近所同士の助け合い」を基本に、
「出来る範囲」で自主防災員（自衛消防隊員と
地域支援者）が中心に
近所付き合いが無く、家族もいない人を最優先

班単位で自主防災員と住民が連携・協力

必要に応じ、公的機関の支援を要請

出来る範囲での日常の見守り（地域支援者、民
生委員、友愛訪問）
地域ぐるみの見守りに向け、お隣近所グループ結成

個人情報の守秘義務



　　　　          上鈎自治会要支援者支援計画（大雨）
平成30年10月29日

No 班 対象者 分類 居住形態 支援の必要性 支援の方法 支援者 支援の必要度 見守り
1 南１
2 南１ 高齢昼独 戸建２階 要 避難誘導-2 地域支援者 2 地域支援者
3 南１ その他 戸建２階 要 注意喚起 家族 4 家族
4 南２ その他 戸建２階 要 注意喚起 家族 4 家族
5 南２ 高齢昼独 足利１階 不要 避難呼びかけ 自主防災員 3 友愛訪問
6 南２ 高齢独居 足利１階 要 避難誘導-1 自主防災員 1 友愛訪問
7 北１ 高齢独居 戸建２階 不要 注意喚起 地域支援者 3 友愛訪問
8 北１ 高齢世帯（昼） 戸建２階 要 避難誘導-3 地域支援者 2 地域支援者
9 北１ 高齢世帯（昼） 戸建２階 要 避難誘導-3 地域支援者 2 地域支援者
10 北１ その他 戸建２階 要 注意喚起 家族 4 家族
11 北１ その他 北新１階 不要 避難呼びかけ 自主防災員 3 民生委員
12 北１ その他 戸建２階 要 注意喚起 家族 4 家族
13 北１ その他 戸建２階 要 注意喚起 家族 4 家族
14 北１ その他 戸建２階 要 注意喚起 家族 4 家族
15 北３ 高齢者独居 集合住宅 要 避難誘導-1 自主防災員 1 友愛訪問
16 北３ その他 集合住宅 不要 避難呼びかけ 自主防災員 3 民生委員
17
18 北３ その他 戸建２階 要 注意喚起 家族 4 家族
19 北３ 高齢昼独 戸建２階 不要 注意喚起 地域支援者 3 地域支援者
20 北３ 高齢者独居 集合住宅 要 避難誘導-1 自主防災員 1 友愛訪問
21 北２ その他 戸建２階 要 注意喚起 家族 4 家族
22 北２ 高齢者世帯 戸建２階 不要 注意喚起 地域支援者 3 友愛訪問
23 北２ 高齢者世帯 戸建２階 不要 注意喚起 地域支援者 3 友愛訪問
24 北２
25 北２ その他 戸建２階 要 注意喚起 家族 4 家族
26 北２ 高齢者独居 集合住宅 不要 避難呼びかけ 自治防災員 3 友愛訪問
27 中１ 高齢者独居 戸建２階 不要 注意喚起 地域支援者 3 友愛訪問
28 中１ その他 戸建２階 要 注意喚起 家族 4 家族
29 中２ 高齢世帯（昼） 戸建２階 不要 注意喚起 地域支援者 3 地域支援者
30 中２ 高齢世帯（昼） 戸建２階 不要 注意喚起 地域支援者 3 地域支援者



大分類 近所付き合い 支援の要否 支援の必要度 　　　　　　　　　　　　支援の方法
大雨 地震

１．家族より確実な支援が期待出来ない 無し 要 1 消防へ避難支援の要請 防災員が自宅へ行き
　　要支援者 不可の場合, 安否確認
　　・　高齢者独居、高齢者のみの世帯 防災員による避難誘導 必要に応じ、消防への
　　　　で昼間独居や高齢のみの世帯 有り 要 2 防災員による避難誘導 要請を含む救助活動
　　　　を含む 無し 不要 3 防災員による呼び掛け

有り 不要 3
２．家族より確実な支援が期待される 無し 要 4 防災員による注意喚起 一時集合所で安否確認
　　要支援者 無し 不要 4 （大雨が予測される前日）必要に応じ、消防への

有り 要 4 要請を含む救助活動
有り 不要 4



協力・連携

自治会役員 長寿会の仲間

自治会活動の際声掛け 仲間間の見守り会い

福祉部会員 　　　定期友愛訪問 要支援者 　定期訪問＆相談 　民生委員
　近所付き合いのない 　（高齢者や乳児など）
　独居高齢者など

出来る範囲で状況把握 家の状況を確認（井戸端的）

　　防災員 　お隣近所グループ
地域支援者

　出来る範囲


